
留学生支援事業 

宮崎近郊の神話伝説の地めぐり    

       木犀会副会長 石塚敦子（昭和２５年卒） 平成２５年１２月２６日記録 

 年の瀬の１２月２６日に、宮大国際交流員会の活動事業の一環として、宮崎近郊の神話

伝説の地めぐりが実施されました。木犀会からも交流支援事業のひとつとして、会員でも

あり、郷土史研究家でもある多田武利先生に、日向神話伝説の地を案内していただきまし

た。 なお企画担当されました宮大の菅先生に通訳をしていただきましたので、宮崎をよ

り身近に、伝承の文化を知ってもらえたのではないでしょうか。 

（バスの中で期待に胸をふくらませる様子） 

 

１．江田神社と阿波岐原の御池 

 （１）江田神社 

  一ツ葉海岸沿いの松林の中に、一際こんもりと繁った樹木があり、掃き清められた参

道の奥に流れ造りの江田神社があります。日本神話の中では最初の夫婦の神として、数多

くの神々を誕生させ、島々を造り誕生させた「国の祖神」・「国がための神」として崇めら

れたイザナギノ命、イザナミノ命を祀った神社と云われています。 

建立されたのも古く、人々に崇敬された格式高い神社とも云われています。 

 （２）阿波岐原の御池 

  江田神社の近くに、砂丘と砂丘の間にできた池があります。イザナギノ命が、黄泉の 

国から逃げ帰り、身体の穢れを禊ぎ、祓いをした池と云われています。今なお、神事の際 

に神官が述べる「はらいことば」の原点の地とも云われています。 



  （禊ぎの池周辺の散策） 

 

２．青島と青島神社 

  （１）青島 

  鬼の洗濯板とも云われる波状岩の隆起によってできた島であり、永年神の島として守 

られてきたので、亜熱帯の植物が漂着・自生して群落をつくった貴重な奇跡の島として国 

の特別天然記念物に指定されています。 

  （２）青島神社 

  亜熱帯の樹々に囲まれ、一際鮮やかな朱に塗られた流れ造りの美しい神殿が青島神社 

です。古事記にも記されているホヲリノ命とタマヨリヒメが歌を交換し合った詩情豊かな 

物語の島でもあります。今も縁結び、漁業の神、豊穣の神として人々に崇められ、訪れる 

人々も多い観光スポットになっています。 

（神社参りの前に手を清める留学生たち） 

  



３．鵜戸神宮と鵜戸山 

  （１）鵜戸神宮 

  日向灘の荒波を見下ろす鵜戸山の洞窟にあり、美しい朱塗りの権現造り社殿が鵜戸神 

宮です。この地で誕生したと伝えられたウガヤフキアエズノ命と育ての親であり、のち 

に妃となったタマヨリヒメを祀った神社と云われています。お乳岩の伝説や険しい七浦 

七峠を越えてお参りしたシャンシャン馬道中の話も今なお語り継がれております。縁結 

び、子育て、五穀豊穣の神として崇められてきました。 

  （２）鵜戸山 

  海岸にそそり立つ険しい鵜戸山は、全体が神域として、古くから両部神道の修験道場 

の場とされ、発展してきました。山頂には鵜戸山大権現を祀り、多くの修験者たちが集 

ってきたと云われ、今なお山頂には、歴代の別当宮司たちの墓石がのこっております。 

また多くの修験者たちが苦しい修行のよりどころとして信仰した磨崖仏が刻まれ残って 

おります。険しい修行の中からあみ出された日本剣法の念流・陰流の発祥の地とも云わ 

れています。 

 

４．宮崎神宮 

  ウガヤフキアエズノ命とタマヨリヒメの４番目の皇子ワカミケノ命で、東征され、第 

一代天皇として即位された神武天皇を祀った神宮です。古くは、皇宮屋の地に、祠（ほこ 

ら）が建てられて祀りをしたのがはじまりと云われていますが、建久年間、明治、昭和と 

社殿の造営、拡張、改築工事がなされて現在規模の宮崎神宮となりました。日向神話を物 

語る日向三神の絵が待ち合い所にかけてあるのを見ることができます。 

t 

５．参加者の感想＞ 

おもしろかった。素晴らしかった。ちょっと疲れたけど、いろいろな知識教えていた 

だいた嬉しかった。今度他の留学生が宮崎に来るとき、私も神話や物語を伝えられる。 

 

詳しい解説を聞きながら神社・遺跡などを観ることができて、いろいろなことを知ること 

ができ、とても興味深くて楽しかったです。 

 

This is very interesting trip. Of course the half participant is foreign student, maybe  

Japanese student already know about the all destinations. Another international  

Students will be interested to the next time trip. 

“ Tanoshikatta desu” Thank you for yesterday trip.   

（とても興味深い旅でした。たぶん、日本の学生はすべての行き先について既に知ってい 

たと思いますが、次の機会にも外国人の学生はきっと興味を持つと思います。 

もっと解りやすい背景の説明があればいいと思います。 



It was an interesting trip and made me fresh after long time studying and it was a  

good way to introducing better to Japanese culture and make friendship with other 

students. 

(とても面白い旅でした。そして久し振りに新鮮な気持ちになりました。これは日本文化に 

ついて学び、他の学生と友達になるよい機会でした。） 

  

It was very interesting. In my opinion if you can sent the information about the  

place that we will visit in both English ( or English and Japanese so we can  

understand more and we can enjoy the trip more   Thank you very much! 

（とても面白かったです。行き先についての情報を英語で頂いていれば、もっと楽しめた 

と思います。）（英語と日本語で説明があれば、もっとよく理解できたし、もっと楽しめた 

のではないかと思います。本当にありがとうございました。）  


